
筑北三村地域自立支援協議会 部会・プロジェクト議事録 

 

部会・プロジェクト名 

 令和７年度第 1回（第 4回）マネジメント連絡会 

開催日：  令和 7年６月１８日（水）  

時間：14：00～15；00 

場所：坂北総合福祉センター第 1会議室 

参加者・構成機関名 （12 名参加） 

キノネアク相談所実知氏（リーダー小泊）  てとてと麻績介護支援センター（サブリーダー関﨑/坂口） 

筑北村包括支援センター（髙藤）   生坂村教育員会（寺島）    麻績村住民課（百瀬）       

 生坂村障がい者総合相談センター（井口）    筑北村社会福祉協議会（関川） 

サンライフおみ（平林/江森）   認知症グループホームてとてと和合（渡辺）  事務局（藤澤） 

次第 

1．マネジメント連絡会発足の経緯 

２．今年度の活動について 

3．年間予定 

次回予定 

 10月 22日（水）14：00～15：00坂北総合福祉センター第 1会議室 

                15：00～モニタリング検証 

 

会議内容 

 1．マネジメント連絡会発足の経緯 

 （小泊リーダー）協議会は令和５年度、松本圏域から三村の協議会となり、状況に則した協議の場にな

っている。障がい者の高齢化の課題やひきこもり、８０５０問題が地域課題になっていたことから高齢

福祉とのつながりを検討し、マネジメント連絡会が令和 6 年度より開始。参加対象者のアンケートか

ら事例検討、成年後見人の学習会を行った。検討事例が地域ケア会議に絡んだ事例だったため、１

回目の議題としながら、高齢者施設関係者の初参加の方がいらっしゃるので、事業所紹介をしなが

ら今年度の活動を考えていきたい。 

 

2.  今年度の活動について 

①事業紹介 

 キノネアク相談所：障がいのある方を対象に計画相談、プランを立てる。児童の相談や高齢障碍者

の介護保険への移行や両方のサービスを利用する方が増えている。 

 てとてと介護支援サービス：担当する高齢者の家族に精神疾患が疑われるケースが増えてきてい

る。一人暮らしで高齢で障害があったり、成年後見制度の利用や身元引受人について具体的に考

えないといけないと思うことが増えている。 

 サンライフおみ：本人、家族の希望での入所になる。老々介護で、身元引受人が先に旅立ってしまう

ケースがある等、家族支援が増えてきている。入所時と生活を継続する中での様々な課題を感じて

いる。入所利用９５名，短期利用５名で、法人として他８か所事業所がある。保険者が筑北地区以外

の方も受け入れている。 

 認知症グループホームてとてと和合：麻績と筑北の人が入居している。１０名定員で一人ひとりの生

活を支えていく。物価高騰があり、地産の材料をなるべく使いたいと思っていたが、難しくなってきて

いる。稼働率は 100％であるが、入所者の満足度は分からない。如何に寄り添えるかを日々考えて



いる。 

 生坂村教育委員会：親子関係に難しさを感じる等、情報、連携の必要性を感じている。個人情報の

取り扱いもあるが、必要なところに必要な情報が届いていないと感じることがある。 

②意見交換 

 長野駅前の事件の様にどこか何かにつながっていたらと考える。セルフネグレクトやひきこもり等、ど

こが相談窓口か、相談がしやすい場があることが大事ではないか。 

 専門職であればどこにつながると良いかわかるが、家族はどこに相談をしてよいか分からないこと

がある。発見できるのは専門職。 

 金銭的に利用料の支払いができず、必要なサービスが使えない人がいる。 

 障がい者のショートステイ先が近隣に無い。高齢者施設で三村の障がい者のショートステイ利用が

できる共生型になったら良いと思う。 

→高齢者の対応には職員が慣れているが、障がい者の利用には理解不足がある。 

③地域ケア会議 （配布資料あり） 

 筑北村：情報は流れるが、ご家族が近隣に知られたくない傾向があり、個別会議が多い。ケア会議は

必要性を感じ支援者側で行う。 

 麻績村：コロナ前にあった。事業所や民生委員が集まり、事例でグループ検討を行っていたが現在

は行っていない。 

 生坂村：個別支援会議を行っている。地域支え合い推進会議があり、機能として地域課題発見や資

源開発を行っている。包括支援センターが主体的になるものなのかもしれないが、福祉、教育委員会

など、連携ができたら良い。 

④まとめ 

 地域ケア会議は各村、個別事例毎に必要に応じ開催し、解決機能を果たしているが、日常生活圏域

や市町村・地域全体における開催はコロナ禍後、行われていない。地域課題、発見機能、地域づくり

や資源開発機能等は今後の検討。 

 家族や支援者もどこに相談に行ったらよいか、しやすい広報等の検討 

 情報、連携、チーム支援等の体制づくり、ネットワークの構築。 

 

４. 年間予定 

 第 2回 10月 22日（水） 14：00～  坂北総合福祉センター第 1会議室 

 第 3回 令和 8年 2月 18日（水）14：00～  坂北総合福祉センター第 1会議室 

   ※各マネジメント連絡会の後、および 8月 20日（水）、12月 17日（水）にモニタリング検証あり。 

 

 


